



Swiss Federal Law on the Genetic Testing of Humans
MORI Yoshichika
To add an article against the misuse of a reproductive technology and a genetic engineering, the 
Swiss Federal Constitution was revised in 1992 through an initiative in 1987. On the basis of this 
article of the constitution, the Reproductive Medicine Act and the Stem Cell Research Act were 
enacted in turns; then, the Federal Law on the Genetic Testing of Humans was enacted in October 
2004. This paper treats a process of the revision of the constitution in 1992 and the enactment of the 
law in 2004.
The Swiss Federal Law on Genetic Testing of Humans regulation covers four realms of genetic 
testing － medicine, insurance, labor and compensation － and the use of DNA Profiling except for 
criminal procedures. In medicine, for instance, genetic counseling is compulsory before and after 
prenatal genetic testing. Moreover, offices established by cantons provide information and counseling 
for prenatal diagnosis. Regarding insurance, the law prohibits an insurance company from requesting 
genetic testing as a requirement for obtaining insurance. However it permits a company to request an 
applicant to reveal the results of past genetic test, when he buys a life insurance with a large amount 
of insurance money.
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はじめに











































































































98 年４月 3 日 国民提案の提出
989 年９月 8 日 連邦参事会による教書
（国民提案の拒否と対案の作成）
99 年６月 2 日 連邦議会の決議
（国民提案の拒否と対案の採択の
勧告）
99 年８月 4 日 国民提案の撤回











































によって行われたもので、985 年 0 月に署名集めが開
始され、98 年４月 3 日に連邦政府に提出、98 年６























































































































る提案を行った。そして、990 年６月 20 日の全州議会
本会議でこの提案が採択された。
下院にあたる国民議会では、さらに修正を加えた上で








再び全州議会に回されるが、99 年６月  日に国民
議会の決定に沿った形で議決が行われた。国民議会で採択
された遺伝子解析に関する動議もこのときに採択されて
いる。そして、99 年６月 2 日に両院で最終投票が行
われ、国民提案で出された案を拒否して、新たな対案を採
用するよう国民とカントンに求める連邦決議が、国民議
















































































































































992 年　５月 旧連邦憲法 24 条の９の承認
993 年 0 月 遺伝子保護の提案
（998 年６月の国民投票で拒否）
994 年　 月 人間にふさわしい生殖のための提案（2000 年３月の国民投票で拒否）
998 年 2 月 生殖医療法 制定（200 年１月施行）
999 年　４月 連邦憲法の全面改正（2000 年１月施行） 
2003 年　３月 遺伝子技術法制定（2004 年１月施行）
2003 年 2 月 幹細胞研究法制定（2005 年３月施行）








992 年　５月 旧連邦憲法 24 条の９の承認





2004 年 0 月 両院で可決、遺伝子検査法の成立
３．１　法案の作成まで












































先に述べたとおり、専門家委員会が 995 年 0 月に設

































































































られ、2004 年 0 月８日に成立した。ここでは連邦議会
の議論の中で行われた重要と思われる修正や提案を見て
いきたい。




































による提案は、賛成 2、反対 34 で否決された。
② 2004 年３月 18 日の国民議会本会議
この日は、３月  日の議論の続きが行われた。この日
の議論の中で重要なものは、出生前検査に関する条文（法
案 5 条から  条まで）の変更と、保険領域における遺
伝子検査の扱いについての議論である。
法案 5 条は、出生前遺伝子検査の遺伝相談について
定めているが、この法案 5 条 4 項「女性の夫又はパー













Beratungsstellen）」に改め、法案 5 条と  条でこの機
関に言及している条文もすべて同様に改める提案が委員



































































































































































































































⑦ 2004 年 10 月８日の最終投票












EVP/EDU  ０ ５
無所属  ３ １
合計 9 ９
なお、国民議会での会派のうち EVP/EDU の会派が反





























































第３章　医療領域における遺伝子検査（第 0 条～第 20
条）
第４章　労働領域における遺伝子検査（第 2 条～第 25
条）





3 条～第 34 条）
第８章　人の遺伝子検査のための専門家委員会（第 35
条）
第９章　罰則（第 3 条～第 4 条）





のための DNA 型鑑定である。ただし、DNA 型鑑定のう
ち、刑事手続き及び未知の者又は行方不明者の同定のため































































とである。この権利は、遺伝子検査法 32 条及び 33 条に
より裁判所又は官庁によって求められた検査が問題にな
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妊娠している女性に伝えることは容認される。





















































































































































































































































































１） Bundesgesetz vom ８.Oktober 2004 u・・ber genetische 
Untersuchungen beim Menschen（GUMG）
２） 甲斐克則「遺伝情報および DNA の法的保護と利用―人の
遺伝子検査に関するスイス連邦法を素材として―」『Law & 









３） Bundesgesetz vom 2. Ma・・rz 2003 u・・ber die Gentechnik 
im Ausserhumanbereich （Gentechnikgesetz, GTG）
４） Bundesgesetz vom 20. Juni 2003 u・・ber die Verwendung von 
DNA-Profilen im Strafverfahren und zur Identifizierung 
von unbekannten oder vermissten Personen（DNA-Profil-
Gesetz）
５） これは旧連邦憲法 2 条６項であるが、その後、現行の連
邦憲法 39 条に移されているが、改正がなされている。
６） BBl 989 III S.000.
７） BBl 989 III S.990. 及び BBl 989 III S.99.
８） BBl 989 III S.99f.
９） BBl 989 III S.998.
0） BBl 989 III S.03.
） BBl 989 III S.08.
2） BBl 989 III S.09.
3） 連邦議会での議論の内容については、次のページを参考にし
スイスの遺伝子検査法
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た。
 http://www.parlament.ch/afs/data/d/gesch/989/
d_gesch_98900_20.htm（2009 年９月 30 日現在）
4） Ad 89.240 Motion. Genomanalysen. この動議については、
次のページで参照できる。
 http://www.parlament.ch/afs/data/d/gesch/989/
d_gesch_9890240_002.htm（2009 年 9 月 30 日現在）
5） BBl 99 I I S .45. Bundesbesch luss u・・be r d i e 
Volksinitiative gegen Missbra・・uche der Fortpflanzungs- 





） BBl 99 III S.22.
） BBl 992 V S.45. なお、反対票が多数になったカントンは、
ヴァレーである。
8） Eidgeno・・ssische Volksinitiative‘zum Schutz von Leben 
und Umwelt vor Genmanipulationen （Gen-Schutz-
Initiative）’.
9） Eidgeno・・ssische Volksinitiative‘zum Schutze des Menschen 
vor Manipulationen in der Fortpflanzungstechnologie
（Initiative fu・・r menschenwu・・rdige Fortpflanzung [FMF]）’.
20） Schwe i z e r i s che Akademie de r Med i z i n i s chen 
Wissenschaften,“Medizinisch-ethische Richtlinien fu・・r 
genetische Untersuchungen am Menschen”. 医科学アカ
デミーの次のページからこの指針を読むことができる。
 http://www.samw.ch/de/Ethik/Richtlinien/Archiv.html
（2009 年９月 30 日現在）
2） AB 2004 N 309.
22） AB 2004 N 30f.
23） AB 2004 N 3. 自由民主党の Felix Gutzwiller や社会民主
党の Franco Cavalli らの発言を参照。
24） AB 2004 N 45.
25） AB 2004 N 449.
2） AB 2004 N 45. 連邦参事会の作成した法案の  条では、
出生前検査のための情報及び相談所への言及はないが、委員




2） AB 2004 N 450.
28） 保険領域における遺伝子検査に関する国民議会での議論は、
AB 2004 N 452ff.








3） Verordnung vom 4. Februar 200 u・・ber genetische 
Untersuchungen beim Menschen（GUMV）
32） Verordnung vom 4. Februar 200 u・・ber die Erstellung 
von DNA-Profilen im Zivil- und im Verwaltungsbereich
（VDZV）
33） Verordnung des EDI vom 4. Februar 200 u・・ber 







35） BBl 2002 S.388.
3） BBl 2002 S.38.
3） BBl 2002 S.393f.
38） BBl 2002 S.392f.
39） BBl 2002 S.39.
40） BBl 2002 S.399.
4） BBl 2002 S.40.
42） 例えば、優生学的な観点（BBl 2002 S.45.）
43） BBl 2002 S.48.
44） BBl 2002 S.48.
45） AB 2004 N 450, AB 2004 N 249.（2004 年 3 月 8 日の
国民議会における Johannes Randegger の発言、2004 年９
月 20 日の国民議会における Brigitte Ha・・berli-Koller の発言
を参照。）





48） BBl 2002 S.420.
49） Gesetz u・・ber genetische Untersuchung bei Menschen 
（Gendiagnositikgesetz - GenDG） vom 3. Juli 2009.（BGBl 








994 年に制定され、一部の条項を除いて 995 年１月１日
から施行されている。その後、数度の改正がなされている（遺
伝子技術法  条は、2005 年に部分的に改正されている）。
オーストリアの連邦法は、オーストリア連邦首相府の次の
ページから検索して参照することができる。
 994 年制定の遺伝子技術法（BGBl Nr. 50/994）につい
ては以下のページ。
 http://www.ris.bka.gv.at/Bgbl-Pdf/（2009 年９月 30 日現
在）
 2005 年改正の条項（BGBl I Nr. 2/2005）については以
下のページ。
 http://www.ris.bka.gv.at/Bgbl-Auth/（2009 年９月 30 日
現在）
5） BBl 2002 S.445.
52） BBl 2002 S.445.
53） BBl 2002 S.44.




/0438/05559/index.html（2009 年９月 30 日現在）
スイスの遺伝子検査法




















































































































































































































































































































94 年３月 3 日の労働法又は災害保険に関する 98
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ｅ．必要な限りで、第 3 条第 2 項による継続教育の勧
告を行うこと、
ｆ．遺伝相談（第 4 条及び第 5 条）及び出生前リス
ク解明の説明（第  条）のための勧告を行うこと、








































































84 巻第２号、2009 年３月、30-308 頁、及び「〔翻訳〕人の遺
伝子検査に関するスイス連邦法（２・完）」『早稲田法学』第 84
巻第４号、2009 年６月、4-4 頁）が、スイスの遺伝子検査
法の制定の経緯等を紹介した本文の資料として、この法律の翻訳
を添えることで、全体像がより明らかになると考え、ここに再度
翻訳を掲載することした。この翻訳にあたっては、甲斐氏による
邦訳を大いに参照した。
スイスの遺伝子検査法
